
むかしむかし、
うらしまたろうというせいねんがすんでいました。 
あるひ、こどもたちにいじめられていたカメをみて…

たろうはたすけてあげました。 ①



②

たすけてもらったカメはとてもかんしゃしました。 

おれいがしたいカメは、たろうをせなかにのせて、 
うみにはいっていきました。



③

なんとついたのは、りゅうぐうじょうです。 
うつくしいおとひめさまは、
たろうをだいかんげいしました。 

そしておもてなしの、
だいえんかいがひらかれたのです。 



④

たべたことがないめずらしいごちそうや、
タイやヒラメのまいおどり。 

りゅうぐうじゅうでなんにちもすごすうちに、 
たろうはふるさとがこいしくなり、かえりたくなりました。 



⑤

おとひめさまはなきながらひきとめました。 
それでもかえることにしたたろうに、
たまてばこをわたしていいました。 

そしてたろうは、ひさしぶりにふるさとにかえったのです。



⑥

ところがふるさとにはしっているひとはだれもおらず、 

100ねんいじょうのときがたっていました。 

さびしくなったたろうがたまてばこをあけると、 

あっというまにおじいさんになってしまいました。


